
令和 5 年 4 月 27 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

・活動場所　BEMACの所有する施設等

・実施日程　2022/4/1～2023/3/31 ・活動の様子の写真

＜目的＞

・地域連携活動のねらい

障がい者とのコミュニケーションの促進

・地域にとってのメリット

地域産業の人手不足の解消に寄与する ・成果物の写真

・対象者にとってのメリット

＜成果＞

・実施した結果

・活動内容の追加コメント

・得られた成果

・課題点

・連携した結果に対する意見または評価

細部まで丁寧な仕事をおこなうことが出来ている

通常清掃や環境保全だけでなく、単発的な業務にもすぐに対応して頂けるので良い

・今後の連携強化に向けた課題

・実施した生産活動・施設外就労の概要

BEMAC本社施設、工場、社員寮、駐車場の

環境保全活動や部品等仕分け業務。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 マルクワークス喜田村 事業所番号 3810200422

住　所 今治市喜田村８丁目１ー４１ 管理者名 鳥生美左子

電話番号 0898ー55ー8810 対象年度 令和4年度

地域連携活動の概要

・利用者数

１ユニット、職員１名と通常3人から５人を配置。

一般就労者の方たちがいる現場で、様々な方と

実際業務を体験することが出来る。

社会生活や社会的マナーを身に着ける事が出来る

一般の方たちの中で業務に取り組むことで、

協力して作業を進める事や仕事の評価をすぐに

得ることが出来る

１，出勤時、予定や工程をを確認し道具を準備し、

役割分担を決める。仕事への責任感を持つことができ、業務に対して

主体的な行動ができており、就労への意識が

高まりつつある。
２、チームメンバー同士で連携し、業務に従事する。

地域社会に係ることで社会性を養うことが出来る

３，業務が終了したら、職員に報告し、片付けを

行い、振り返りを行う。臨機応変に動くことや、環境が変わった時などの対応が

難しいことがある。

連携先の企業等の意見または評価

日頃行っている業務内容が今後の就労に繋がっていけれるようになるとより良いかと思う。

連携先企業名 BEMAC株式会社 担当者名 浅海龍太

様式１


